
1



特 集

　令和 4 年 11 月 11 日にご来賓の方々、保護者、病院職員が見守る中、誓いの式を執り行うことができました。

　ナイチンゲール像からの灯火を手にした学生たちが、皆で考えた「誓いの言葉」を述べ、決意を新たにしました。

　1 年生代表の土田麗奈は「日々の学校生活において、知識や技術、人

間性を高める努力を続け、患者さまの価値観を理解し、誠実な態度と愛

をもって笑顔で看護できる看護師を目指します。」と述べました。

　これからも、支えてくださる方々へ感謝の気持ちを忘れず、知識・技術・

態度を備え、人間愛を基盤とした看護を提供する看護師を目指すことを

誓いました。

　私達が熊本医療センターに入学してから早く

も 7 か月が経ちました。私達にとってこの 7 か月

間は毎日が新しいことの連続で、学ぶことの多

いとても充実した時間でした。

　今回、厳粛な雰囲気の下で行われた「誓いの

式 」では、病院関係者の方や先 生方、保護者

の方、上級生をはじめとした多くの方々に見守ら

れながら、クラス全員で考えた誓いの言葉を述

べ、看護学生として新たな一歩を踏み出すこと

ができました。

　私達 76 期生は誓いの言葉を考えるにあたっ

て、「どんな看護師を目指すのか」「看護師に求められるものは何か」ということを深く考えました。一人ひとり目指

す看護師像や看護師に必要なことを具体的に出し合うことで、お互いの看護職への向き合い方や思いを知るきっか

けとなりました。

　これから、今まで以 上に勉強も技術も専門性を増し、

時には大変なことやつらいこともあると思います。そんな

時はともに看護師を志す友人達と励ましあい、誓いの式

で誓ったことを思い出しながら、乗り越えていきたいと思

います。
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◆貴院のアピールをお願いします
　令和 2 年 4 月より上記名称に変更し、心リハを
中心とした循環器医療を柱としました。心臓リハ
ビリ指導士 7 人と心不全療養指導士 6 名を有し、
令和 3 年は入院心リハ約 4000 件、外来心リハ約
1700 件を施行しています。通常は熊本医療セン
ター等の基幹病院から心臓術後や心不全の回復期
の患者さまをご紹介いただき、退院後はかかりつ
け医と協力して心リハを継続しています。心リハ
は運動療法だけではなく疾病管理として重要と考
えられています。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　毎朝、大江川鶴より水道端公園横を抜け白川に
かかった明午橋を渡ります。明午橋上から立田山
が一望でき、その左手前にうっそうと茂ったくす
の木や銀杏に囲まれた藤崎八旛宮の社が見えます。
橋より坂道をおりて藤崎宮にお参りして、参道の
みごとな松や灯篭をみながら職場に行くのが日課
です。散歩中にお参りする人がいたり、近くの小
学校の児童たちが鳥居の前でちょこんと頭を下げ
て通るのが日常的であり、町に根づいた庶民の神
社のように感じとてもほっこりします。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　本院は循環器領域を中心とした内科の病院です
が、多くの患者さまは高齢で糖尿病等の併存疾患
を複数有されており、時に脳血管疾患、悪性腫瘍
や整形外科的疾患等を発症されます。そんな時、
熊本医療センターの先生方に精査や緊急対応をお
願いしております。いつでも診ていただける貴院
のスタッフを本当に頼りにしています。これから
もよろしくお願いします。

【診療科目】
　一般内科・循環器科・消化器科・呼吸器科・
　リハビリテーション科・心療内科・在宅医療

【診療受付時間】
　月～金曜日　 9:00 ～ 17:30
　昼休み 　　 12:00 ～ 12:30
　土曜日　　    9:00 ～ 12:00
                    土曜日の受付は 12:00 迄となります。
　※心療内科は田上貴一理事長診察日（火・水・木）　 
　　での対応となります。

【休診日】
　日曜日・祝日・土曜日午後
　※但し、急患はこの限りではありません。
　　来院前にお電話ください。

【住所】
　〒 860-0842 熊本市中央区南千反畑 10-3

【TEL】
　096-354-5885

【FAX】
　096-354-5859

院長 大
おおしま

嶋　秀
しゅういち

一

医療法人社団　大玄会

田上心臓リハビリ
テーション病院
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精神科（No.8）医学シリーズ
No.289

最近のトピックス

アルコール依存症について
国立病院機構熊本医療センター
精神科

●アルコール依存症について
　アルコール依存症は誰でも発症する可能性

のある疾患です。男性の 50 人に１人、女性の

500 人に１人が診断基準を満たすとされていま

す。また多くが何らかの理由で医療機関を受診

するにも関わらず、10 人に９人はアルコール依

存症の治療を受けいれられないようです。

　アルコール依存症の治療は断酒（一切飲酒し

ない）の達成とその継続を目標とされていまし

た。しかし、断酒を治療目標とする事に抵抗

感を持つ方が多く、治療を受けられる方が少な

い原因の１つと考えられています。 近年では、

断酒まではいかずとも、飲酒の害をできるだけ

減らすために、節酒（飲酒量を減らす）から始

めるという考え方も広まっており、ガイドライン

なども制定されています。

　アルコール依存症の診断には WHO の作成

した診断基準がよく使用されます。

１：渇望（ １人でも飲みに行く、 隠れてでも

　   飲む）

２：コントロール（休肝日でも飲む、飲み始め

　   たら止まらない）

３：離脱症状（頭痛、イライラ）

４：耐性（飲む量が増えていく）

５：飲酒のための生活（１日中飲酒、趣味よ

　   りも飲酒）

６：抑制の消失（家族や医師から止められる

　   のに飲酒している）

　上記の項目を元に、症状の程度や期間に応

じて診断されます。

　治療としては断酒や節酒、心理社会的治療

が主なものになります。心理社会的治療とは

患者がアルコール依存症や治療の必要性を理

解し、患者自身が飲酒に対する考えや飲み方

を見直していくために医療がサポートしていく

ものです。具体的には従来主流であった集団

精神療法をはじめ認知行動療法、動機づけ面

接などがあり、専門医療機関では Alcoholism 

Rehabilitation Program が実施されている施

設もあります。医療機関だけでなく地域には自

助グループ（断酒会・アルコールアノニマス）や

家族会などが存在し、精神保健福祉センター

や保健所へも相談できます。薬物治療も存在

しますが、補助的なものと考えた方が良いです。

　アルコール依存症は生活習慣病をはじめ、

様々な疾患（200 以上といわれる）の原因と

なります。飲酒習慣のある方は疾患の背景に、

自覚なくアルコールの問題が隠れていること

が少なくありません。少しでも気になる方はか

かりつけ医に相談されたり、インターネットで

AUDIT-C など簡単なスクリーニングテストを受

けたりなど出来ますので活用されてください。
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臨床研修医
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　こんにちは。

　研修医1年目の松本将弥と申します。広島大学を卒業

し、4月より国立病院機構熊本医療センターで初期研修

をさせていただいています。

　最初は新しい環境で、社会人としてやっていけるのか

不安を抱えていましたが、多くの方々のやさしさ・親切

さに触れることが出来る職場で、すぐにその不安は消え

去りました。不安な気持ちがあったときが嘘のように今

では充実した研修を行うことが出来、気づけばあっとい

う間に半年が経ちました。

　私はこの半年間で麻酔科から始まり、循環器内科、

脳神経内科、消化器内科を回らせていただきました。現

在は救急科で忙しくもやりがいのある日々を過ごせてい

ます。どの科を回っても指導医の先生方をはじめ、病棟

業務や検査などでかかわる様々な方々に手取り足取り教

えていただき、出来る事が日々増えていくことに楽しさ

と充実感を感じながら実りある研修を行えています。気

管挿管が必要な状況で物怖じせずに行えること、心電図

や心エコーの所見からある程度評価できるようになって

きたこと、神経学的診察を行えたり脳梗塞の画像所見を

自分で探せるようになってきたこと、エコーをあてて腹

腔内の所見を以前より評価できるようになったこと、な

ど各科で学んだことを救急で発揮できているのではない

かなと思います。

　まだまだ目の前のことに必死でご迷惑をおかけするこ

とが多々あるとは存じますが、一日一日学んだことを吸

収して一人前の医者に近づけるよう日々精進してまいりま

す。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし

ます。

　

歯科臨床研修医
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　こんにちは。歯科研修医の上田夏野と申します。北海

道大学歯学部を卒業し、４月から熊本医療センターにて

臨床研修医として勤務しております。

　私は歯学部を卒業した時点では、将来のビジョンとし

て最終的には自身の歯科医院を開業することをイメージ

しておりました。そのため、自分が将来出会う歯科救急

の患者さんに冷静に対応できる力を身に着けること、ま

た超高齢社会において全身疾患をお持ちの患者さんに

安全な歯科医療を提供できる知識を身に着けることが必

要と考え、急性期病院である熊本医療センターでの研修

を選択しました。

　実際に歯科口腔外科には骨折や歯の脱臼といった外

傷や、虫歯から炎症が顎の骨や首にまで波及してしまっ

た患者さんなどが多く受診され、日々救急対応の実際を

勉強させていただいております。夜間の電話呼び出しで

上級医の先生と一緒に救急外来に赴いて処置をするとき

などはタフな現場だと感じることもありますが、同時に

微力ながら熊本の地域医療に貢献しているというやりが

いも強く感じられます。

　医科の先生からのご依頼で、お口以外の病気の手術

や抗がん剤治療を行う前後の口腔内管理を行ったり、入

院患者さんの摂食嚥下機能の評価を行ったりもしますの

で、医科と歯科の連携の実際も知ることができ、充実し

た研修の日々を過ごしております。

　研修開始からやがて７カ月が経過しようとしておりま

すが、これまで歯科の先生方や衛生士の皆さんを始め、

連携の機会が多い耳鼻科の先生方、摂食嚥下チームの

方々など多くの方にご指導をいただき、少しずつではあ

りますが成長の実感を得ております。今後ともご指導ご

鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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2022 年 12月研修のご案内

※今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえ、急遽中止させていただく場合がございます。
　最新の情報は当院ホームページでご確認いただくか、事務局までお問い合わせください。

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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熊本医療センター
地域医療連携センター長

菊川　浩明

診療科 月 火 水 木 金

総合医療センター
（内科）

総合診療

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

血液 河北　敏郎
杉谷　浩規

　原田　奈穂子
中村　貴久

　榮　達智
井上　佳子

日髙　道弘
河北　敏郎

　原田　奈穂子
窪田　晃　

糖尿病・内分泌 西川　武志（午前新患）
西田　周平（午前再診）

西田　周平（午前新患）
西川　武志（午前再診）

　 西川　武志（午前新患）
 井手口　拓弥（午前再診）

木下　博之（午前新患）
荒木　裕大（午前再診）

 井手口　拓弥（午前新患）
　 木下　博之（午前再診）

呼吸器センター 名村　亮　
原　英記（院内コンサルト）

小野　宏　
熊大医師（院内コンサルト）

（午前紹介/院内コンサルト）
　原　英記

名村　亮　
原　英記（院内コンサルト）

小野　宏　
原　英記（院内コンサルト）

感染症内科 小野　宏　 　小野　宏　　
腎センター（腎臓内科） 梶原　健吾 吉井　隆一 中村　朋文 松下　昂樹 富田　正郎

腫瘍内科 　境　健爾 　境　健爾
　榮　達智

　境　健爾
礒部　博隆 　境　健爾 　境　健爾

　榮　達智

消化器病センター
（消化器内科）

診　　　察
　石井　将太郎

松山　太一
山本　祐弥

　杉　和洋
中田　成紀
向坂　健佑

　　杉　和洋　
　石井　将太郎
佐々木　大尭　

　杉　和洋
松山　太一
松田　暖　

中田　成紀
向坂　健佑

佐々木　大尭　

内視鏡

午前
中田　成紀
向坂　健佑

佐々木　大尭　

松山　太一
佐々木　大尭　

松山　太一
松田　暖　

中田　成紀
向坂　健佑

　石井　将太郎
松田　暖　
山本　祐弥

午後

中田　成紀
向坂　健佑

佐々木　大尭　
松田　暖　

　石井　将太郎
松山　太一

佐々木　大尭　
山本　祐弥

中田　成紀
松山　太一
松田　暖　
山本　祐弥

中田　成紀
　石井　将太郎

向坂　健佑
山本　祐弥

　石井　将太郎
松山　太一
松田　暖　

腹部超音波 　杉　和洋
松田　暖　

　石井　将太郎
松田　暖　
山本　祐弥

中田　成紀
向坂　健佑
山本　祐弥

　石井　将太郎
佐々木　大尭　

山本　祐弥

　杉　和洋
松山　太一

心臓血管センター
（循環器内科） 診　　　察

田山　信至
　　　　日下　裕章（新患）
　　　　木村　優一（新患）

藤本　和輝
長倉　拓究（隔週 新患）
奥野　佑樹（隔週 新患）

　　　　片山　哲治（新患）
日下　裕章

　　　　田山　信至（新患）
白尾　友宏
長倉　拓究
奥野　佑樹

　　　　藤本　和輝（新患）
片山　哲治
木村　優一

（心臓血管外科） 手術日 岡本　健　
岡本　実　

岡本　実　
田中　睦郎 手術日 岡本　実　

精神・神経科 初めての方
２回目からの方

小児科

診察 水上　智之 　大塚　ゆかり 水上　智之 水上　智之 小山　真輝
免疫 水上　智之 水上　智之 水上　智之
血液 右田　昌宏 担当医 右田　昌宏

アレルギー 緒方　美佳 緒方　美佳
平井　奈美 平井　奈美

外科 　東　孝暁
　　　　日髙　香織（隔週）

水元　孝郎
松本　克孝
谷崎　卓実

野元　大地 宮成　信友
松石　梢　 久保田　竜生　

脳神経センター
（脳神経外科）

中川　隆志
大塚　忠弘 手術日 田嶋　恒三

大塚　忠弘 中川　隆志 斉藤　大嗣
大塚　忠弘

（脳神経内科） １ 診 　幸崎　弥之助 田北　智裕 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津田　幸元
２ 診 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津田　幸元 　幸崎　弥之助 田北　智裕

整形外科

午前
福元　哲也
福田　和昭
寺本　周平

手術日

福元　哲也
前田　智　
福田　和昭

手術日

前田　智　
中馬　東彦

午後
福元　哲也
福田　和昭
寺本　周平

國武　茜　 富野　航太

泌尿器科 前田　喜寛
銘苅　晋吾

菊川　浩明
鮫島　智洋
村上　栄敏

担当医
（手術日）

（紹介のみ）

前田　喜寛
銘苅　晋吾
山中　達郎

菊川　浩明
東　俊之介　/　担当医

産婦人科 髙木　みか
坪木　純子

山本　直　
　島田　清史郎 手術日 髙木　みか

坪木　純子
山本　直　

　島田　清史郎

感覚器センター
（眼科）

榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

（手術日）
榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

（手術日）
榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

感覚器センター
（耳鼻咽喉科） 手術日 上村　尚樹

志茂田　裕　　 手術日 担当医 上村　尚樹
志茂田　裕　　

感覚器センター
（皮膚科）

初診（紹介あり） 中原　智史 牧野　公治 草場　雄道
担当医

（手術日）

牧野　公治
再診

（その他　初診）
中原　智史
草場　雄道

牧野　公治
　山村　愛　　

中原　智史
草場　雄道

牧野　公治
山村　愛　

形成外科

（ 午　　　後 ） （ 午　　　後 ）

手術日

（ 午　　　後 ） （ 午　　　後 ）

大島　秀男
（リンパ浮腫外来）

束野　哲志
石田　拓也
大塚　駿太

担当医
（紹介のみ）

大島　秀男
束野　哲志
石田　拓也
大塚　駿太

大島　秀男
石田　拓也
大塚　駿太

放射線科 治療（予約制） 冨髙　悦司、　山田　茂雄
画像診断 根岸　孝典、　浅尾　千秋、　伊藤　加奈子、　井上　聖二郞、　幸村　紘子、　吉松　俊治

麻酔科 宮﨑　直樹
（術前診察 / 麻酔相談）

添田　賢造
（術前診察 / 麻酔相談）

（午前のみ）
　　瀧　賢一郎

（麻酔相談）
緩和ケア外来 礒部　博隆 榮　達智 礒部　博隆 礒部　博隆 礒部　博隆

歯科
口腔外科

　　　          森　久美子（隔週）
谷口　広祐
中尾　美文
早川　真奈

　　　　前田　顕誠（隔週）

中島　健　
　　森　久美子

　　　　谷口　広祐（隔週）
中川　文雄
中尾　美文

　　　　早川　真奈（隔週）

中島　健　
谷口　広祐
中尾　美文
早川　真奈

中島　健　
谷口　広祐
中川　文雄
早川　真奈

中島　健　
谷口　広祐
中川　文雄
中尾　美文
早川　真奈

救命救急センター

櫻井　聖大
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　

　國友　耕太郎
吉村　文孝
深水　浩之
杉野　大樹

櫻井　聖大
橋本　聡　
山田　周　

　國友　耕太郎
久保﨑　順子　

深水　浩之
杉野　大樹

櫻井　聖大
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　
深水　浩之
木村　文彦
杉野　大樹

櫻井　聖大
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　
深水　浩之
杉野　大樹

櫻井　聖大
橋本　聡　
山田　周　
深水　浩之
宮内　大介
杉野　大樹

看護外来
ストーマ 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師
がん看護 専門看護師（午前） 専門看護師 専門看護師 専門看護師 専門看護師

移植後フォローアップ 専門看護師　他 専門看護師　他 専門看護師　他
薬剤師外来 がん化学療法 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師

（注）担当医は都合により変更することがあります。    手術日はお待たせする場合もございますので、御了承ください。             　R4/12/1
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